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行
方
市
で
は
、
21
世
紀
初
頭
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
策
定

に
着
手
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
・
実
施
計
画
で
構
成
し
、
基
本
構
想

は
、
行
方
市
の
将
来
像
な
ど
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現

の
た
め
の
施
策
の
基
本
方
向
を
示
す
も

の
で
す
。
構
想
の
期
間
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
と

し
ま
す
。

行
方
市
は
、
昨
年
９
月
に
合
併
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
の
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
と
し
て
、

①
行
方
市
民
と
し
て
の
一
体
感

②
快
適
な
住
環
境
の
整
備

③
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

④
健
全
な
財
政
運
営

⑤
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
課
題
を
乗
り
越
え
て

い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒

に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

に
し
て
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

３
月
３
日
（
金
）
に
第
１
回
審
議
会

を
開
催
し
、
会
長
に
市
議
会
議
長
の

野
貫
一
氏
、
副
会
長
に
茨
城
大
学
教
授

の
齋
藤
典
生
氏
を
選
出
し
、
計
画
策
定

に
関
す
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

◎

野
　
貫
　
一

○
齋
　
藤
　
典
　
生

小
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史
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家
　
栄
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尾
　
清
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京
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飯
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直
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宮
　
路
　
久
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大
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市
議
会
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学
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授

市
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会
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議
会
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議
会

関
係
機
関

関
係
機
関

団
体
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表

団
体
代
表

団
体
代
表

団
体
代
表

団
体
代
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団
体
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団
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団
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市
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市
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代
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市
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代
表

市
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代
表

市
民
代
表

市
民
代
表

茨
城
県

総
合
計
画
審
議
会
メ
ン
バ
ー

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
１
回
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催

行
方
市

行
方
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
計
画
が
始
ま
り
ま
す 
行
方
市

行
方
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
計
画
が
始
ま
り
ま
す 
行
方
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
始
ま
り
ま
す 

行方市総合計画策定体制 

議　　会 市　　長 総合計画審議会 
提案 

議決 

諮問 

答申 

・市民意識調査（アンケート）　2,000人 

・中高生意識調査 

・地区懇談会 

まちづくり市民会議 
・未来会議（各分野代表・公募の市民） 

・ゆめ会議（中高生） 

・若手職員会議 

総合計画審議会　25人 

市民参画 

・総合計画全般の審議を行う 

総合計画策定委員会 

職員参画 

・助役を委員長とした庁内の最高決定機関 

専門部会 
・総合計画の骨子案・原案の策定検討 

ワーキングチーム 
・原案の作成などを行う 

参加 

竒 
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総
合
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上

で
、
欠
か
せ
な
い
の
が
市
民
の
参
加
で

す
。今

ま
で
の
よ
う
に
行
政
主
導
で
は
な

く
、
行
政
と
市
民
が
協
働
で
作
業
を
し

て
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ

ば
、
行
方
市
の
夢
の
あ
る
将
来
構
想
を

描
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
以
下
の
と
お
り
市
民
会
議
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
方

○
募
集
人
数
／
任
期

50
人
程
度
／
平
成
19
年
３
月
ま
で

○
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
直
接
提
出
等
で
応

募
し
て
下
さ
い
。
用
紙
は
企
画
課
・

各
庁
舎
の
総
務
窓
口
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

○
待
遇
等

報
酬
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
な
り
ま
す
。

○
活
動
内
容

・
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

・
将
来
構
想
へ
の
意
見
提
案

・
総
合
計
画
の
実
施
計
画
づ
く
り
へ
の

参
加

・
そ
の
他

○
問
い
合
わ
せ

行
方
市
役
所
企
画
課
企
画
調
整
係

�
０
２
９
９
―
７
２
―
０
８
１
１

F
A
X
０
２
９
９
―
７
２
―
２
１
７
４

３
月
３
日
（
金
）
に
第
１
回
行
政
改

革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
会
長
に
常

磐
大
学
教
授
の
井
上
繁
氏
、
副
会
長
に

市
民
代
表
の
阿
部
剛
氏
を
選
出
し
、
行

政
改
革
大
綱
の
策
定
方
針
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
を
推
進

し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行
政

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
合
併
を
し
て
肥
大
化

し
た
職
員
定
数
の
削
減
や
事
務
事
業
の

見
直
し
、
市
民
参
加
の
促
進
な
ど
を
実

施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
で
き
る
だ
け
無
駄
を
省
き
、

小
さ
な
行
政
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
上
で
、
市
民
の
意
見
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
厳
し
い
財
政
下

の
中
で
も
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行

政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
具
体
的
な
内
容

を
広
く
市
民
の
方
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
に
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
井
　
上
　
　
　
繁

○
阿
　
部
　
　
　
剛

野
　
貫
　
一

磯
　
山
　
信
　
也

中
　
川
　
治
　
美

山
　
　
　
　
　
實

高
　
野
　
婦
美
子

渋
　
谷
　
泰
　
正

伊
　
藤
　
伸
一
郎

横
　
田
　
太
　
一

宮
　
本
　
正
　
子

清
　
水
　
春
　
江

大
学
教
授

市
民
代
表

市
議
会

市
議
会

団
体
代
表
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市
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民
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民
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市
民
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市
民
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市
民
代
表

行
政
改
革
推
進
委
員
会
メ
ン
バ
ー

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
ま
す

第
１
回
行
方
市
行
政
改
革

推
進
委
員
会
を
開
催

庁内体制 行政改革推進体制 

行政改革推進本部 

行政改革幹事会 

行政改革グループ会議 行政改革推進委員会 

市　長 

市　民 

タウンミーティング 

↑ 
提案・意見・答申 

諮問 
↓ 

竒 
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平
成
18
年
度
予
算
が
３
月
の
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
の

規
模
の
抑
制
に
努
め
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
を
維
持
し

な
が
ら
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
地
方
財
政
対
策
を

講
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
の
財
政
状
況
は
、合
併
前
の
平
成
16
年
度
決
算
に

お
け
る
主
要
財
政
指
標
を
見
る
と
、
３
町
合
算
に
よ
る
経

常
収
支
比
率
は
93
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常
に
高
く
、地
方

交
付
税
・
国
県
支
出
金
・
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
全
体

の
61
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
極
め
て
脆
弱
な
財
政
構
造
と

な
っ
て
い
て
、
非
常
に
厳
し
い
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
可
能
な

限
り
従
来
の
行
政
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
予
算
の
計
上
を

図
り
、
合
併
協
で
の
建
設
計
画
に
沿
っ
た
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

一般会計一般会計……………… 171億6,400万円万円 

特別会計特別会計 

　国民健康保険…　国民健康保険…45億9,530万円　万円　 老人保健…………老人保健………… 37億6,040万円万円 

　介護保険………　介護保険………23億8,880万円　万円　 農業集落排水事業…農業集落排水事業…4億2,160万円万円 

　特定環境保全公共下水道事業…　特定環境保全公共下水道事業…5億3,270万円万円 

　流域関連公共下水道事業………　流域関連公共下水道事業………5億5,150万円万円 

　水道事業………　水道事業………12億6,515万円　万円　 白帆荘運営事業……白帆荘運営事業……2億2,966万円万円 

一般会計……… 171億6,400万円 

特別会計 

　国民健康保険…45億9,530万円　 老人保健………… 37億6,040万円 

　介護保険………23億8,880万円　 農業集落排水事業…4億2,160万円 

　特定環境保全公共下水道事業…5億3,270万円 

　流域関連公共下水道事業………5億5,150万円 

　水道事業………12億6,515万円　 白帆荘運営事業……2億2,966万円 

○平成18年度予算と平成17年度予算の比較

（※17年度は、17年9月2日～18年3月31日の当初予算です。）

区　　　　　分

一 　 般 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

流域関連公共下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

白 帆 荘 運 営 事 業 会 計

合　　　　　計

18年度

171億6,400万円

45億9,530万円

37億6,040万円

23億8,880万円

4億2,160万円

5億3,270万円

5億5,150万円

12億6,515万円

2億2,966万円

309億911万円

17年度

105億1,880万円

29億3,330万円

22億3,810万円

13億1,740万円

2億1,070万円

4億6,750万円

4億9,250万円

9億6,091万円

1億3,713万円

192億7,634万円

増減額

66億4,520万円

16億6,200万円

15億2,230万円

10億7,140万円

2億1,090万円

6,520万円

5,900万円

3億424万円

9,253万円

116億3,277万円

増減率

63.2％

56.7 ％

68.0 ％

81.3 ％

100.1 ％

13.9％

12.0 ％

31.7 ％

67.5 ％

60.3％

平成18年度 

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、活
力
あ
る
人
々
、

活
力
あ
る
人
々
、 

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に 

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、活
力
あ
る
人
々
、

活
力
あ
る
人
々
、 

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に 

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、活
力
あ
る
人
々
、 

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に 

一
般
会
計
と
特
別
・
企
業
会
計
合
わ
せ
て
総
額
３
０
９
億
９
１
１
万
円 
予 算 予 算 
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自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
が
伸
び

悩
み
、
制
度
改
正
に
よ
り
地
方
交
付
税
も
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
市
制
に
伴
う
生
活
保
護

費
等
、
民
生
費
関
連
経
費
と
合
併
関
連
需
要
額

経
費
に
よ
り
合
併
前
の
旧
町
当
初
予
算
額
と
の

対
比
で
５
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
54
億
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
譲
与
税
に
お
い
て
は
、
税
源
移

譲
に
よ
る
所
得
譲
与
税
が
３
億
円
と
倍
増
に
な

り
、
合
併
前
の
旧
町
当
初
予
算
と
の
対
比
で

29
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
６
億
３
９
４
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

市
債
に
お
け
る
従
前
の
土
木
債
や
教
育
債
の

事
業
債
に
つ
い
て
は
８
億
５
５
５
０
万
円
を
計

上
し
、
重
点
事
業
に
よ
る
「
物
産
館
建
設
」

「
道
路
整
備
事
業
」
「
玉
造
中
学
校
建
設
」
「
玉

造
統
合
幼
稚
園
建
設
」
を
合
併
特
例
債
に
よ
り

10
億
３
２
６
０
万
円
を
計
上
し
、
市
債
総
額
で

は
25
億
２
８
２
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

現
行
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
経
常

経
費
は
極
力
削
減
す
る
こ
と
と
し
、
必
要
最
低

限
の
金
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
徴
と
し
て
、
教
育
費
に
、
平
成
17
・
18
年

度
の
継
続
費
で
「
北
浦
中
学
校
講
堂
建
設
」
と

「
玉
造
統
合
幼
稚
園
建
設
」
を
計
上
し
、
本
年

度
中
に
完
成
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
・
19

年
度
の
継
続
費
で
「
玉
造
中
学
校
建
設
」
を
計

上
し
、
本
年
度
着
工
を
進
め
ま
す
。
民
生
費
に

つ
い
て
は
、
益
々
増
大
す
る
需
要
に
加
え
、
市

制
に
伴
う
「
生
活
保
護
費
」
や
「
障
害
者
福
祉

ワ
ー
ク
ス
運
営
事
業
」
等
に
よ
り
、
合
併
前
の

旧
町
当
初
予
算
額
と
の
対
比
で
18
・
２
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
。
ま
た
、
商
工
費
に
お
い
て
も
、
霞

ヶ
浦
大
橋
の
無
料
化
に
伴
い
、
行
方
市
の
西
の

玄
関
口
と
し
て
「
物
産
館
」
の
建
設
を
合
併
特

例
債
事
業
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
合
併
前
の
旧

町
当
初
予
算
額
と
の
対
比
で
82
・
６
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
で
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

一

般

会

計

 

市
の
中
心
と
な
る
会
計
で
、行
政
を 

運
営
す
る
た
め
の
基
本
的
な
経
費 

歳
　
入

歳
　
出

一般会計予算額　171億6,400万円

地方交付税 
540,000（31.5％） 

市税 
321,714（18.7％） 

県支出金 
115,960（6.8％） 

国庫支出金 
134,864（7.9％） 

繰入金 
107,111（6.2％） 

地方譲与税 
63,940（3.7％） 

諸収入 
37,100（2.2％） 

（単位：万円） 

市債 
252,820（14.7％） 

その他 
142,891（8.3％） 

歳入 歳入 

教育費 
354,894（20.7％） 

民生費 
333,287（19.4％） 

土木費 
174,120（10.2％） 

農林水産業費 
125,212（7.3％） 

衛生費 
134,301（7.8％） 

消防費 
87,778（5.1％） 

商工費 
47,109（2.7％） 

公債費 
218,284（12.7％） 

総務費 
212,496（12.4％） 

その他 
1,007（0.1％） 

議会費 
27,912（1.6％） 

歳出 歳出 
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平成18年度に実施する主な事業 平成18年度に実施する主な事業 
事　業　名　称

文書管理事務費

企画事務費

ＩＴシステム管理事業

戸籍電算化事業

障害者福祉ワークス運営事業

白帆の湯運営事業

老人保健事業

塵芥処理事業

農業経営構造対策事業

水田農業対策事業

県単農道整備事業

基盤整備促進事業

物産館建設事業

霞ケ浦ふれあいランド管理事業

道路改良舗装事業

消防施設管理整備事業

北浦中学校施設整備事業

玉造中学校施設整備事業

玉造統合幼稚園施設整備事業

体育施設管理事業

予　算　額

2,212万円

1,785万円

1億2,205万円

1億1,550万円

1,677万円

8,567万円

1億2,614万円

1億6,206万円

2億1,527万円

1億241万円

1億3,324万円

1億2,505万円

1億6,834万円

1億6,700万円

7億53万円

7,442万円

3億6,416万円

6億2,639万円

4億7,845万円

6,359万円

主　　　な　　　内　　　容

文書管理システム導入

行政改革大綱策定、鹿島アントラーズ
FCホームタウン出資

システムデータ統合、パソコン購入

戸籍データ電算化

身体障害者・知的障害者の作業訓練等

白帆荘へ運営委託

健康診査、各種検診

一般廃棄物処理、資源ごみ等のリサイクル

JA北浦地区集出荷所整備の補助

転作奨励補助

谷地区外５路線

於下地区外５路線

物産館建設工事、備品購入

管理運営委託

36路線

防火水槽設置、消防機庫建設、
小型動力ポンプ積載車購入

講堂改築工事（17年度より継続）

校舎改築工事（19年度まで継続）

園舎増築工事

浜野球場整地、麻生運動広場ネット設置

国
民
健
康
保
険

健
康
保
険
法
等
の
改
正
や
、
医

療
費
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

歳
入
歳
出
総
額
45
億
９
５
３
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
保
険
給
付

費
は
、
歳
出
予
算
全
体
の
66
・
２

パ
ー
セ
ン
ト
、
特
に
療
養
諸
費
に

つ
い
て
は
保
険
給
付
費
の
中
で

88
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
老

人
保
健
拠
出
金
に
つ
い
て
は
、
歳

出
予
算
全
体
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
ま
す
。

特
別
会
計 

特
定
事
業
の
歳
入
と
歳
出
を
一
般
会
計
と 

区
別
し
て
、別
に
処
理
す
る
た
め
の
会
計 

予算額　45億9,530万円

老
人
保
健

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
向
け

て
、
市
民
の
老
後
に
お
け
る
健
康

の
保
持
と
適
切
な
医
療
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
歳
入

歳
出
総
額
37
億
６
０
４
０
万
円
を

見
込
み
ま
し
た
。
今
後
、
医
療
費

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
国

で
は
超
高
齢
社
会
を
展
望
し
た
新

た
な
高
齢
者
医
療
制
度
体
系
の
見

直
し
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

予算額　37億6,040万円

総務費 9,672

介護納付金 
36,293

共同事業拠出金 
13,720

保健事業費 
723

基金積立金　1
公債費　15

諸支出金　1,724

予備費　500

老人保健拠出金 
92,293

保険給付金 
304,589

（単位：万円） 

（単位：万円） 

歳入 歳入 

国庫支出金 
119,966

支払基金交付金 
201,603

県支出金 
27,179

繰入金 
27,179

繰越金 
100

諸収入 
13

歳出 歳出 

諸支出金 
1

予備費 
112 医療諸費 

375,927

共同事業交付金 
8,232

財産収入　1

繰入金 
29,663

繰越金 
25,000 諸収入 

1,549

使用料及び手数料 
50

国民健康保険税 
174,993

療養給付費等交付金 
34,003

県支出金 
28,721

国庫支出金 
157,318

歳入 歳入 歳出 歳出 

物産館予定地

北浦中学校講堂

玉造中学校校舎
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介
護
保
険

高
齢
者
数
の
伸
び
や
、
制
度
改

正
の
周
知
と
共
に
、
要
介
護
者
数

及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保

険
給
付
費
22
億
４
３
５
０
万
円
を

見
込
み
、
歳
入
歳
出
総
額
23
億
８

８
８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

予算額　23億8,880万円

繰入金 
8,304

繰越金 200

使用料及び手数料 
1,683

分担金及び負担金 
370

国庫支出金 
12,500

県支出金 
100
財産収入 1

繰入金 
21,998

繰越金 400 諸収入 230

市債 
14,000

使用料及び手数料 
2,643

保険料 
39,615

国庫支出金 
58,666

県支出金 
28,223

繰入金 
43,388

諸支出金　60
予備費　50

地域支援事業費 
2,712

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

歳入 歳入 
支払基金交付金 
68,934

財産収入 1
寄附金 1
繰越金 1

諸収入 
50

使用料及び手数料 1

歳出 歳出 

保険給付金 
224,350

総務費 
11,705

財政安定化基金拠出金 1
基金積立金 1
公債費　1

国庫支出金 
15,150

市債 
16,350

諸収入 102
県支出金 1

事業費 
36,207

総務費 
4,022

公債費 
1,931

分担金及び負担金 
1,398

歳入 歳入 事業費 
31,336

公債費 
15,380

総務費 
6,553

諸支出金 
1

歳出 歳出 

下水道費 
28,265

総務費 
3,333

維持費 
4,556

公債費 
18,986

予備費 
10

歳入 歳入 

繰越金 
400

県支出金 230
財産収入 1

諸収入 270

繰入金 
24,161

使用料及び手数料 
4,084

分担金及び負担金 
2,534

市債 
15,970

国庫支出金 
7,500

歳出 歳出 

歳出 歳出 歳入 歳入 

農
業
集
落
排
水
事
業

榎
本
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
健

全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に

平
成
15
年
度
よ
り
工
事
着
手
を
致

し
ま
し
た
、
玉
造
北
部
地
区
５
集

落
の
事
業
計
画
区
域
１
６
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

予算額　４億2,160万円

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

事
業
認
可
１
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
玉

造
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
維
持

管
理
を
行
い
、
健
全
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
台
帳
の
整
備
等

を
行
い
ま
す
。

予算額　５億3,270万円

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

事
業
認
可
１
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
供
用
開
始
区
域
の
水
洗
化

の
促
進
、
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
、

更
に
下
水
道
の
維
持
管
理
に
向
け

て
下
水
道
台
帳
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

予算額　５億5,150万円

水
道
事
業

給
水
戸
数
１
万
３
０
０
戸
、
年
間
総
給
水
量

３
８
３
万
４
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
、

普
及
率
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
民
宿
舎
白
帆
荘
運
営
事
業

白
帆
荘
宿
泊
予
定
者
数
を
６
５
０
０
人
、

白
帆
荘
休
憩
利
用
者
数
７
５
０
０
人
、
白
帆

の
湯
利
用
者
数
を
９
万
６
５
０
０
人
と
見
込

み
、
収
益
的
収
入
・
支
出
は
２
億
２
９
６
６

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

予算額　２億2,966万円 予算額　12億6,515万円

収益的収入 

収益的支出 

差　　　引 

本年度予定額 

資本的収入 

資本的支出 

差　　　引 

本年度予定額 

7,006万円 

3億8,895万円 

 3億1,889万円 

8億7,620万円 

8億7,620万円 

0

△ 

収益的収入 

収益的支出 

差　　　引 

本年度予定額 

2億2,966万円 

2億2,966万円 

0

資本的収入 

資本的支出 

本年度予定額 

　　　　0 

　　　　0

1818年度予算年度予算 18年度予算 
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当
市
や
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
な
ど
で
組

織
す
る
行
方
地
域
圏
芸
振
興
協
議
会

は
、
「
行
方
ブ
ラ
ン
ド
」
の
野
菜
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
「
茨
城
・
行

方
」
の
ふ
り
が
な
入
り
の
地
名
や
地

図
、
特
産
野
菜
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
が

入
っ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
作
製
し
ま
し

た
。当

市
は
農
業
算
出
額
が
全
国
13
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
せ
り
、
エ
シ
ャ
レ

ッ
ト
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
が
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
出
荷
量
を
誇
っ
て
お
り
ま

す
。全

国
的
に
も
野
菜
の
産
地
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
な
め
が
た
」

の
読
み
方
が
難
解
で
知
名
度
が
低
い

こ
と
や
、
行
方
の
野
菜
が
関
東
を
中

心
に
広
く
流
通
し
、
市
場
関
係
者
な

ど
か
ら
高
い
信
頼
を
受
け
る
一
方

で
、
消
費
者
レ
ベ
ル
で
は
認
識
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
。
そ
こ
で
、
行

方
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
を
目
指
し
、
ジ

ャ
ン
パ
ー
を
利
用
し
た
今
回
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

２
月
10
日
の「
山
手
線
ジ
ャ
ッ
ク
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
ジ
ャ
ン
バ
ー

を
着
た
当
市
職
員
や
関
係
団
体
の
職

員
約
30
人
が
Ｊ
Ｒ
山
手
線
に
乗
り
込

み
、
都
内
の
デ
パ
ー
ト
や
池
袋
･
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
な
ど
を
移
動
。

ジ
ャ
ン
バ
ー
姿
で
人
間
公
告
塔
と
な

り
、
電
車
の
乗
客
や
通
行
人
に
「
茨

城
の
行
方
」
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

山手線車内で行方の野菜をＰＲしました

山
手
線
ジ
ャ
ッ
ク

走
り
だ
し
た
『
行
方
ブ
ラ
ン
ド
』

２
月
８
日
、
玉
造
中
学
校
に
お
い

て
、
中
学
生
と
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
が
対
話
す
る
「
中
学
生
と
話
そ

う
」フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
子
ど
も
を

健
や
か
に
育
む
た
め
に
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
、
保
護
司
は
非
行
を
し
た
人
々
の

更
生
に
取
り
組
む
だ
け
で
は
な
く
、

普
段
か
ら
学
校
と
連
携
し
、
学
校
と

と
も
に
子
ど
も
の
問
題
を
解
決
し
て

い
こ
う
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
中
学
生

と
対
話
集
会
を
持
と
う
と
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

各
学
級
に
講
師
と
し
て
保
護
司
、

更
生
保
護
女
性
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
が
２
〜
４
名
ず
つ
入
り
、
生
徒

か
ら
の
「
部
活
が
強
く
な
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
「
薬
物
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
質
問

を
も
と
に
、
講
師
の
方
か
ら
経
験
談

を
含
め
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
40
分

ほ
ど
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
は
、
「
貴
重
な
経
験

だ
っ
た
。
濃
い
時
間
を
過
ご
し
た
」

「
も
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
話
を
聞
き

た
か
っ
た
」
「
地
域
の
大
人
の
人
た

ち
が
、
私
た
ち
の
こ
と
を
こ
ん
な
に

考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
「
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
や
り
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

中学生の悩みを聞きました

中
学
生
と
話
そ
う
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トピックス トピックス 
日本消防長官表彰を受賞 

親子寄せ植え教室 語り　まなび　伝えよう 

民間自治功労者表彰を受賞 日本消防長官表彰を受賞 民間自治功労者表彰を受賞 

親子寄せ植え教室 語り　まなび　伝えよう 

行方市北浦消防団が日本消防長官表彰とし

て竿灯綬
かんとうじゅ

を受賞されました。

この表彰は、防災思想の普及、消防施設の

整備その他の災害の防御に関する対策につい

て優秀であり、他の模範となる消防団に対し

て行われるものです。受賞された北浦団長有

馬七郎さんは、「今後とも火災や災害から地域

の住民の生命財産を守るべく、広報活動を初

め、日々訓練に励みます」と話していました。

２月14日、茨城県市町村会館において、

茨城県民間自治功労者表彰式が行われました。

受賞された 瀬徳造さん（西蓮寺）は、「これ

からも住民の役に立てるよう、努力したい」

と語りました。

瀬さんは、旧玉造町の民生委員や区長と

して、住民の相談役や行政との橋渡し役を担

い、ボランティア活動も積極的に取り組まれて

きました。現在は行方市民生委員児童委員協議

会会長として、会の発展に尽力されています。

2月19日、麻生町集落センタ－運営協議会

主催による親子寄せ植え（ハンギング・多肉

植物）教室や、親子太巻き寿司（チューリッ

プ、カタツムリ、桜）教室が親子30名の参

加で開催されました。この交流会は集落セン

タ－の活性化を目的に行われ、参加した親子

は貴重な経験を通して、楽しい有意義な一日

を過ごしました。会長の倉辻芳次さんは「集

落センタ－を通した交流事業で、地域の活性

化へつなぎたい」と語っていました。

２月18日（日）、レイクエコーにおいて鹿

行民話フォーラムが開催されました。

「子どもの家　菫
すみれ

の苑
その

」の園児と児童が、

見事な太鼓の演奏でオープニングを飾り、小

学生の民話発表では、行方市立玉造小学校の

児童が「河童の恩返し」を輪読しました。

民話の語りでは、麻生公民館講座の受講生同

志で結成した「人形劇団つくしんぼ」が、手

作りの大型紙芝居を披露しました。

表 紙
Phot
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沖洲地区及び玉造地区内に在住するアー

ティストとその作品の一般公開が行われます。

○日時 ４月８日（土）から10日（月）

午前10時から午後４時

○場所 行方市沖洲地区「芸術村」

○同時開催
・オカリナコンサート（4／８）

11：00／14：00特設広場（藤代デザイン前）

入場料　無料

・「天心焼」絵付け体験教室（４／８・９）

10：00～（藤代デザイン事務所）・有料

○問い合わせ
第2回オープンアート事業実行委員会
（玉造町商工会）� 0299－55－0581

地方税法第416条の規定に基づき、縦覧

を下記のとおり実施します。

１．場所　行方市役所
麻生庁舎税務課・北浦庁舎総務窓口課

玉造庁舎総務窓口課

２．期間　4月3日（月）から5月31日（水）まで
※土日祝日を除く

午前8時30分から午後5時15分まで

３．縦覧できる方
本市に所在する固定資産に係る納税者

（納税管理人・同居親族を含む）

４．必要な書類
本人の確認ができるもの

（課税明細書・納税通知書及び運転免許証等）

※上記以外の方が縦覧する場合は、納税者

の委任状が必要です。

◎この縦覧の制度は、固定資産税の納税者

が、自分の土地課税台帳等や家屋課税台帳

等に登録された価格を確認することができ

るよう、設けられた制度です。

○問い合わせ
麻生庁舎税務課　 � 0299－72－0811
北浦庁舎総務窓口課 � 0291－35－2111
玉造庁舎総務窓口課 � 0299‐55‐0111

〈学生アルバイト募集〉
期間：ゴールデンウィーク及び夏休み期間中
時給：700円
※詳細は、霞ヶ浦ふれあいランド担当磯山

第2回オープンアート事業

（芸術家の舞台裏）のお知らせ

平成18年度　土地価格等縦覧帳簿

及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧のお知らせ

霞ヶ浦ふれあいランドでは、様々な楽しい
イベントを行っています。皆さんのお越しを
お待ちしています。
○霞ヶ浦流域の名瀑「筑波山麓の滝」展
４月１日（土）から５月31日（水）まで
きれいな湖はみんなの願いです。湖水の水

源にある「滝」の写真をとおして、湖水再生
の「キーワード」を見つけましょう。
○ゴールデン・ウィ－クイベント
「お客さんコイまつり」
４月29日（土）から５月７日（日）まで
高さ60ｍのタワーから、約300匹の鯉のぼ

りがお客様をお迎えします。
４月29日（土）ミニコンサート

（玉造中学校ブラスバンド部）
５月３日（水）ミニコンサート

（土浦日本大学高等学校吹奏楽部）
５月４日（木）、５日（金）

ミニコンサート（アマチュアバンド）
５月６日（土）創作太鼓（北浦童太鼓保存会）
５月３日（水）～５日（金）フリーマ－ケット
※５月１日（月）は特別開館いたします。

※イベント期間中の開館時間は9：00～17：00です。

日曜日イベント
４月２日・23日　押し花絵体験会（先着80名様）
４月９日・16日・30日　ペーパークラフト（先着80名様）

入 館 料　大人６００円、子供３００円
開館時間　午前９時30分から午後４時30分

そのほかのイベント情報
○虹の塔ギャラリーにて展示会を開催
工芸盆栽展　　 4月4日（火）～4月30日（日）
ふるさとの自然展 5月3日（水）～5月28日（日）
※入場料　無料

鯉のぼりをお譲りください
ご家庭で不用となった鯉のぼ
りがありましたら、無料でお譲
り下さい。ご持参できない場合
は、お伺いします。

○問い合わせ　霞ヶ浦ふれあいランド
� 0299－55－3927

霞ヶ浦ふれあいランド

イベント情報！
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【国民年金】
○保険料額が改正
４月から来年３月までの国民年金保険料は、月
280円引き上げされ、月額13,860円となります。
国民年金保険料は、平成29年度まで毎年度月

額280円引き上げられ、最終的に月額16,900円と
なる予定です。これは、年金を支える力と給付の
バランスを取るためのものです。
［参考］基礎年金額の1/3（将来は1/2）は国庫負
担です。今後も保険料の改定が予定されています
が、国庫負担があることで、若者であっても平均
では納付した額の1.7倍以上の年金が受け取れる
計算となります。
○ご存知ですか？学生納付特例制度！
そして若年者納付猶予制度！
20歳以上の方は、学生であっても国民年金に

加入しなければなりません。収入が少なく国民年
金保険料の納付が困難な場合は、納付が猶予され
る学生納付特例制度があります。
また、30歳未満の方であって、本人と配偶者の
収入が一定以下の場合ならば、国民年金保険料の
納付が猶予される若年者納付猶予制度があります。
これらの制度の申請を行わず、保険料が未納の
ままでは、不慮の事故等により障害が残ってしま
った場合に、障害基礎年金等を受けることができ
なくなります。
手続きは簡単です。学生納付特例・若年者納付
猶予制度は、市役所の国民年金担当窓口へ申請し
てください。
※学生は、申請の際に学生証を提示のこと

【年金給付関係】
○今年度の年金額は、0.3％引き下げ
平成17年の年平均の全国消費者物価指数が、

対前年マイナス0.3％であったため、平成18年度
の年金額は、前年度より0.3％少ない額となります。
満額の老齢基礎年金の場合は、月額200円ほど

引き下げとなります。
今年４月分から新しい年金額となりますので、

６月の定期支払（４月分と５月分）から年金額が
変更となります。
○障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給で
きるようになりました
障害を持ちながら働いたことが評価される仕組
みとして、平成18年度から、65歳以上の方は、
障害基礎年金と老齢厚生年金、あるいは障害基礎
年金と遺族厚生年金を、あわせて受給（併給）す
ることができるようになりました。
なお、併給を申請する場合は、選択申出書を提
出してください。
○問い合わせ
年金被保険者用ねんきんダイヤル
� 0570－05－1165
年金受給者用ねんきんダイヤル
� 0570－07－1165
http://www.sia.go.jp/

４月から年金制度が変わります
相談に来る方は、身体障害者手帳（戦傷病者手
帳）と印鑑をご持参ください。
また、日程が変更となる場合がありますので、

各庁舎の福祉課（室）へ、ご確認ください。
◆麻生公民館会場　4月7日（金）、10月6日（金）
◆北浦公民館会場　7月7日（金）、19年1月12日（金）
◆玉造庁舎相談室会場　5月12日（金）、12月8日（金）
※時間は全て午前10時～正午
○問い合わせ
行方市玉造庁舎社会福祉課 � 0299－55－0111
麻生庁舎市民窓口室 � 0299－72－0811
北浦庁舎市民窓口室 � 0291－35－2111

玉造地区では、毎年４月に敬老会を実施するこ
とが恒例となっています。本年度も75歳以上の
方を対象に、下記のとおり実施いたします。

※麻生地区・北浦地区の敬老事業については、
70歳以上の方を対象としていましたが、18年
度からは75歳以上の方を対象とし、各関係機
関と検討の上９月に実施する予定です。事業内
容については、早急に統一できるよう進めてい
ますが、それまでは内容が異なる場合がありま
す。ご了承くださるようお願いいたします。
○問い合わせ
行方市玉造庁舎　介護福祉課　高齢福祉係
� 0299－55－0111

平成3年より活動してまいりました北浦国際交
流協会は、三町合併により4月から名称を「行方国
際交流協会」と改め、在住外国人のための支援並び
に交流活動を行方市全域に広げていこうと考えて
います。これに伴いまして、麻生地区、玉造地区の
会員を募集しています。現在、毎週金曜日の午後7
時から、北浦公民館で在住外国人のために日本語
教室を実施しておりますが、お手伝いいただける
ボランティアの人数が不足しています。経験の有
無は問いませんので、興味のある方は、ぜひのぞ
いてみてください。また、4月下旬～5月開始の予
定で、「日本語ボランティア育成講座」が行われま
すので、関心のある方はどうぞ受講してください。

○詳しくは、行方国際交流協会　石上
いしがみ

まで
� 0291－35－2016

補装具等巡回相談の日程

敬老会（玉造地区）の開催について

北浦国際交流協会名称変更
および会員募集のお知らせ

月　日
4/ 8（土）
4/ 9（日）
4/16（日）
4/22（土）
4/23（日）

地区名
玉 川 地 区
手 賀 地 区
立 花 地 区
現 原 地 区
玉 造 地 区

場　　所
西　　蓮　　寺
天　　竜　　荘
白帆ドライブイン
玉 造 公 民 館
玉 造 公 民 館
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赤
塚
駅
隣
接
　
駐
車
場
は
会
館
隣
の
市

営
駐
車
場
を
利
用
）

内
容

①
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
保
有
者

の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

②
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
、
説
明

参
加
料

無
料

申
込
期
間

４
月
20
日（
木
）ま
で

（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

茨
城
県
支
部
事
務
局

�
０
２
９
３
―
２
２
―
５
２
４
２

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

（
３
級
）
養
成
講
習
会

介
護
予
防
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」
な
ど
の
指
導

を
行
う
方
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

開
催
時
期

平
成
18
年
９
月
か
ら
平
成
19

年
１
月
頃
ま
で

講
習
日
数

８
日
間
（
週
２
〜
３
回
講
習

を
行
い
、
約
一
ヶ
月
で
修
了
）

開
催
場
所

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

対
象

満
60
歳
以
上
の
方

（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）

費
用

傷
害
保
険
料
４
０
０
円

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

�
０
２
９
―
２
４
３
―
４
２
１
７

平
成
19
年
歌
会
始
お
題
は
「
月
」

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
で
、
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
間

９
月
30
日
（
土
）
ま
で

宛
先

〒
１
０
０
―
８
１
１
１
　
宮
内
庁
　

疑
問
が
あ
る
と
き
は
、
返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
に
、郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

書
き
、９
月
20
日
ま
で
に
宮
内
庁
式
部
職
へ
。

IN
FOR
MATION

お
知
ら
せ

問

問問問

問問

問 問問
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講
座
内
容

共
通
講
座
（
一
般
教
養
）

８
日
間
　
２８
時
間

選
択
講
座

歴
史
・
絵
画
・
陶
芸
・
園
芸

か
ら
一
科
目
選
択
18
日
間
　
72
時
間

対
象
者

県
内
に
居
住
す
る
概
ね
60
歳
以

上
の
方

募
集
期
間

４
月
28
日（
金
）消
印
有
効

申
込
方
法

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
へ

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

申
込
用
紙
の
配
布
先
　

玉
造
庁
舎
介
護
福
祉
課
、

行
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
公
民
館

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

〒
３
１
０
―
８
５
８
６
　
水
戸
市
千
波
町

１
９
１
８
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
内

�
０
２
９
―
２
４
３
―
８
９
８
９

FAX

０
２
９
―
２
４
４
―
４
６
５
２

還
暦
野
球
会
員
水
郷
マ
ス
タ
ー
ズ

生
涯
現
役
で
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？
現
在
30
数
名
で
活
躍
し
て
い
る

チ
ー
ム
で
す
。
近
い
将
来
、
古
稀
（
70
歳

以
上
）
の
チ
ー
ム
も
発
足
し
ま
す
。

対
象

年
齢
57
歳
以
上
の
方

活
動

３
月
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
の
土
曜

日
に
練
習
及
び
試
合

試
合

県
及
び
関
東
各
県
大
会

そ
の
他

過
去
に
県
代
表
と
し
て
全
国
大

会
出
場
経
験
あ
り

代
表
　
飯
島
義
伸

�
０
２
９
９
―
５
６
―
０
１
３
３

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
は
、
河
川
を
や
さ
し
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

平
成
18
年
７
月
１
日
〜
平
成

20
年
６
月
30
日

対
象

北
浦
ま
た
は
霞
ヶ
浦
付
近
に
住
む

20
歳
以
上
の
方

謝
礼

実
費
程
度

締
切

５
月
８
日（
月
）

国
土
交
通
省
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所

占
用
調
整
課

�
０
２
９
９
―
６
３
―
２
４
１
９

「
茨
城
わ
く
わ
く
学
園
生
き
が
い
創
造
課
程
」

中
央
校
受
講
者

開
講
場
所
　

中
央
校
　
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８
　
茨

城
県
総
合
福
祉
会
館
他

国
税
専
門
官
試
験

受
験
資
格
　

①
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の

・
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
19
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

・
人
事
院
が
前
述
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間

４
月
14
日（
金
）ま
で

一
次
試
験

６
月
11
日（
日
）

二
次
試
験

７
月
24
日（
月
）〜
27
日（
木
）

の
う
ち
１
日

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課

試

験
係

�
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

技
能
検
定（
前
期
）受
検
申
請

対
象
職
種

造
園
・
機
械
加
工
・
電
子
機

器
組
立
て
・
左
官
　
ほ
か

申
込
期
間

４
月
４
日（
火
）〜
14
日（
金
）

費
用

実
技
１
５,

７
０
０
円

学
科
３,

１
０
０
円

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

�
０
２
９
―
２
２
１
―
８
６
４
７

茨
城
県
警
察
官
Ａ
Ｂ
採
用
試
験

○
通
常
試
験
（
第
１
回
）

受
験
資
格
Ａ

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た
は

平
成
19
年
３
月
31
日
卒
業
見
込
み
の
者
、

ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認

め
る
者

申
込
期
間

４
月
19
日（
水
）ま
で

一
次
試
験

５
月
14
日（
日
）

二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
の
み

６
月
10
日（
土
）〜
14
日（
水
）

○
通
常
試
験
（
第
２
回
）

受
験
資
格
Ａ

通
常
試
験
第
１
回
と
同
じ

受
験
資
格
Ｂ

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
受
験
資
格
Ａ
に
該
当
し
な
い
者

申
込
期
間

７
月
１
日（
土
）〜
８
月
18
日

（
金
）

一
次
試
験

９
月
17
日（
日
）

二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
の
み

10
月
14
日（
土
）〜
18
日（
水
）

茨
城
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係
　

�
０
１
２
０
―
３
１
４
０
５
８

労
働
基
準
監
督
官

受
験
資
格

１

昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

２

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

19
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間

４
月
14
日（
金
）当
日
通
信
日
付
印
有
効

一
次
試
験

６
月
11
日（
日
）

二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
の
み

７
月
25
日
、
７
月
26
日
の
指
定
さ
れ
た
１
日

茨
城
労
働
局
総
務
課
　

�
０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
１

問問

問

問

問 問

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
退
任
や
死

亡
に
よ
り
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
３
月

１
日
付
で
次
の
方
々
が
厚
生
労
働
大
臣

並
び
に
茨
城
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

麻
生
　
蒲
縄
地
区
担
当
　
永
作
忠
一

田
町
地
区
担
当
　
羽
生
紀
美
子

新
原
地
区
担
当
　
稲
川
許
枝

北
浦
　
山
田
二
区
担
当
　
内
野
英
治
郎
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平成17年度の介護保険料は、旧町それぞれの基準額で賦課されていましたが、平成18年度からは保険

料算定基準額や普通徴収の納期は、行方市として統一されます（北浦地区の納期は従来どおり）。

１期（４月）・２期（６月）は、暫定賦課方式により納入していただくことになります。保険料は前年の

住民税の課税状況や、介護保険給付費の動向をふまえ、本算定（８月）で決定します。

暫
ざん

定
てい

賦
ふ

課
か

とは？
住民税の課税（所得）額が決定するのは６月の中旬頃で、それまでの間、介護保険料の額も決定できま

せん。昨年の保険料を参考にして、暫定的に納付していただく制度です。

平成18年度の納期

（例）前年度保険料：27,600円 ８月の本算定の結果、保険料が42,000円と算出されたケース

※介護保険料は、年金の受給額によって、年金からの差し引き（特別徴収）と納付書での納付（普通徴収）

の２通りに分かれます。

このようなときは普通徴収になります
年金の年額が18万円以上の人でも、次の項目のいずれかに該当するときは、翌年９月分まで普通徴収と

なり、納付書で保険料を納めていただきます。特別徴収である年金からの差し引きは、10月分からとなり

ます。

●65歳になった最初の年度

●他の市町村から転入した年度

●４月1日の時点で、年金を受けていなかった年度

●年金担保、年金差し止め、現況届の未提出などで年金が停止し、保険料の差し引きができなくなった

場合

● 税務申告の修正などにより、所得段階の区分が変更になった場合

○問い合わせ　　行方市役所　介護福祉課　介護保険係　� 0299－55－0111

１期と２期は昨年の保険料の 
１／６ずつ納めます。 

確定賦課（本算定） 
確定した保険料から、１期と２期で納めた分を差し引いた 
金額を、３～６期に分けて納めます。 

納　付　月 

各　期　別 

４月（暫定） 

１　期 

６月（暫定） 

２　期 

８　月 

３　期 

10　月 

４　期 

12　月 

５　期 

翌年２月 

６　期 

暫定賦課 

各期別 

納める額 

１　期 

4,600円 

２　期 

4,600円 

３期(本算定) 

8,200円 

４　期 

8,200円 

５　期 

8,200円 

６　期 

8,200円 

麻生地区・玉造地区の方は、 
平成18年度から納付月が変わります 
麻生地区・玉造地区の方は、 
平成18年度から納付月が変わります 
麻生地区・玉造地区の方は、 
平成18年度から納付月が変わります 

介　護 
保険料 
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コーナー 図 図 書 書 館 館 

４月４月23日～５月日～５月12日　子ども読書週間　標語日　子ども読書週間　標語「魔法の国へのパスポート」「魔法の国へのパスポート」 

日 月 火 水 木 金 土 

 

６ 

13 

20 

27

 

７ 

14 

21 

28

１ 

８ 

15 

22 

29 

 

 

２ 

９ 

16 

23 

30 

 

 

３ 

10 

17 

24 

 

 

４ 

11 

18 

25

 

５ 

12 

19 

26

April　４月の図書館カレンダー 

■は休館日 

施　設　名 開館時間 電話番号 

行方市立図書館 
（玉造乙1175） 

火・水・金～日曜日 
（午前９時～午後４時30分） 
木曜日（午前11時～午後7時） 

0299－55－1495

行方市北浦公民館図書室 
（山田2175） 

午前９時～午後５時 
休館日は月曜日・祝日 

0291－35－3777

行方市麻生公民館図書室 
（麻生1221） 

午前９時～午後５時 
休館日は祝日 

0299－72－1573

●一般書 

　図書館 

リクエストや予約も 
お待ちしています 

図書館利用者カードについて 
・カードをお持ちの方、住所・電話番号等に変

　更がありましたらご連絡下さい。 

・カードをお持ちでない方は、図書館カウンタ

　ーでお申込み下さい。再発行します。 

 

 

 

 

 

 

辻（吉井由吉） 

お腹召しませ（浅田次郎） 

ログハウス購入大全（夢の丸太小屋に暮らす） 

 

 

 

 

 

 

おばけがっこうぞぞぞぐみ（戸田和代） 

もりもり小学校まほうのハンバーグ（薫くみこ） 

トイ・ストーリー（デュボウスキー） 

●ビデオ・DVD　図書館 
里見八犬伝・七人の侍・スヌーピーの大冒険 

※図書館のＨＰで｢新着案内｣と｢蔵書検索｣ができます。 

（http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 

toshokan/） 

●児童書 

　図書館 

New ArrivalNew ArrivalNew Arrival

※公民館図書室は異なる場合があります。 

映　画　会 
４月８日（土）午後２時～「かんいりオタマジャクシ」（18分）「野口英世物語」（20分） 
５月６日（土）午後２時～「ハローキティの不思議の国のアリス」（30分）「グーニーズ」（114分） 
　３歳以上の幼児を対象に、毎月第２土曜日、午後２時から行方市立図書館において、映画の上

映会をします。申し込みはいりませんので、当日直接お越し下さい。 

おはなし会（3歳以上）４月22日（土）午後２時～　テーマ「母の日」 
　毎月第４土曜日、午後２時から行方市立図書館において、毎回楽しいお話しや読み聞かせを用

意してお待ちしています。申し込みは不要です。当日、会場に直接お越し下さい。 

抱っこで読み聞かせ（乳幼児）４月12日（水）午前10時～ 
「はしるのだいすき」「いたいのいたいのとんでけ」 
　０歳児から２歳児までの幼児を対象に、毎月行方市立図書館にて行います。 

４月23日～５月12日　子ども読書週間　標語「魔法の国へのパスポート」 
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健康  健康  づくり づくり 

●対 象 者 市内に居住する65歳未満の介護保険を利用していない方で、次のいずれかに該

当する方

①医療終了後も継続して訓練を行う必要がある方

②身体機能や精神機能に支障があるにもかかわらず、必要な訓練を受けてい

ない方

●実施場所 玉造保健センター・麻生保健センター・北浦保健センター

●実施方法 医師の指示のもとに理学療法士、作業療法士、保健師、看護師等が実施

●送迎方法 原則としてタクシー送迎　料金は無料

(本人がその他の交通手段を希望する場合はその限りではない）

●実 施 日 毎週水曜日　午後１：30～３：30

(日程の詳細は各保健センターにお問い合わせください）

乳幼児の予防接種についての講演会を行いますので、皆さんお誘い合せのうえご参加

ください。

●期　日 ４月13日（木）

●時　間 午後１時30分受付（２時開会）

●場　所 行方市麻生保健センター

●講　師 なめがた地域総合病院

小児科医師　太田哲也 先生

●演　題 「予防接種について」

～予防接種を受ける前に知っておきたい事～

※参加希望者、講演中の保育サービス（無料）を希望する方は各保健センターにお申し込み

ください。たくさんの方の参加をお待ちしております。

リ ハ ビ リ 参 加 者 募 集  リ ハ ビ リ 参 加 者 募 集  リ ハ ビ リ 参 加 者 募 集  

予 防 接 種 講 演 会  予 防 接 種 講 演 会  予 防 接 種 講 演 会  

☆玉造保健センター　　� 0299－55－3240 FAX 0299－55－3248

☆麻生保健センター　　� 0299－72－1523 FAX 0299－72－1537

☆北浦保健センター　　� 0291－34－6200 FAX 0291－34－6003
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子育て支援センター子育て支援センター  子育て支援センター

子育て支援センターは子どもが心身ともに健やかに成長できるよう、地域全体で子ど

もを見守るシステムをコーディネートするところです。

子育て支援センターは、さまざまな子育て支援

の事業を実施しています。平成18年度も子育て

広場や子育て教室などたくさんの事業を計画して

いますので、地域の皆さんの参加をお待ちしてお

ります。

☆０歳児親子・のびのび親子（１、２歳児対

象）・どろんこキッズ（３、４歳児対象）の各

教室は通年制で実施し、５月から募集を開始し

ます。

☆アタッチメント教室（ハンディキャップサポー

ト）は、年６回程度の開催です。

☆休日教室は年５回程度の開催で、６月から募集

を開始します。

（五感・表現部門、文化伝承・創作活動）

☆参加を希望する未就学児童と保護者を対象に７

月から単発で実施します。

☆未就学児童と保護者を対象に、高齢者センター

（羽黒山荘）・北浦保健センター・玉造保健セン

ターで実施します。３会場どこへでも都合のよ

いところへ参加できます。

子育て教室

ス・トミック講座

子育て広場

�　0299－55－0130（直通） 
子育て支援センター 子育て支援センター 

子育て相談…水曜日は夜８時まで相談を 
(電話・窓口)受付ています 

お ね が い  お ね が い  
　子育て支援センターの各事業の
詳細は、そのつどセンターで発行
するチラシをご覧になるか、電話
での確認をお願いします。 

子育て広場4月の予定

４月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

午前（9：30～11：30）
麻生

○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○

○
○

北浦

○

○

○

○

玉造

○
○
○
○

○

○

○
○

○

麻生 北浦 玉造

○
○

○

○

○

○
○

○

午後（1：30～3：30）
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Ｈ17.11.13、麻生運動広場体育館において、
378名の参加により開催されました。
○総合優勝男子の部 神栖柔道クラブ
○総合優勝女子の部 旭柔道クラブ
【小学１・２年生女子の部】
○準優勝　今　井　香　帆（麻生柔道）

【小学３・４年生女子の部】
○第３位　高　栖　加　奈（麻生柔道）

【小学５・６年生女子の部】
○第３位　高　栖　優　香（麻生柔道）

【小学６年生男子の部】
○準優勝　中　澤　裕樹也（玉造柔道）

【中学生女子＋52kg級】
○優　勝　荻　　　彩　記（玉造）
○第３位　高　野　育　美（玉造）

【中学生男子－80kg級】
○第３位　大　橋　祐　也（麻生）

【中学生男子＋80kg級】
○優　勝　中　村　修　一（麻生）
○準優勝　鬼　沢　慎　吾（麻生）

Ｈ17.12.11、玉造総合運動場・玉造工業高
校の２会場において、15チームの参加によ
り開催されました。寒空の下、照明をつけて
の表彰式となりました。
○優　勝 ・Ｏver Ａge
○準優勝 ・ロットピアス
○第３位 ・ぺんてるＦＣ

・Ｂa Ｃars
○ 優秀選手賞

・柳下　崇士さん（Over Age）

Ｈ17.12.10、北浦体育館において、12チー
ムの参加により開催されました。学年別にフ
リースロー大会も開催され技術を競いました。
○優　勝 ・津澄スピードスターズ
○準優勝 ・津澄スピードＭＢＳＳ
○第３位 ・要スピードスターズ

・要ぷっちょるズ

★フリースロー大会
【１・２・３年生の部】
・方波見　早　紀（津澄２年）３本
・岡　里　晴　香（津澄３年）３本
・窪　谷　美南風（津澄２年）３本
・男　庭　祐　香（小貫３年）３本
・松　金　　　瞳（小貫３年）３本

【４年生の部】
・椎　名　　　舞（要） ５本
・塙　　　優　花（要） ３本
・前　田　千　明（要） ３本
・店　曲　千　夏（武田）３本
・横　瀬　文　香（津澄）３本

【５年生の部】
・河　野　絵　真（津澄）４本
・阿　部　佳奈子（小貫）４本
・縣　　　　　萌（武田）４本
・宮　内　麻　希（要） ３本
・宮　内　香　奈（要） ３本

【６年生の部】
・永　作　浩　美（津澄）４本
・椎　名　利　奈（要） ４本
・高　野　　　遥（要） ４本
・山　崎　由　賀（要） ４本
・高　橋　裕　実（津澄）４本

第23回北浦地区回北浦地区 
ミニバスバスケットボール大会結果ル大会結果 

第23回北浦地区 
ミニバスケットボール大会結果 

優勝に輝いたＯver Ａgeの皆さん

第２２回 社会人サッカー大会結果 第２２回 社会人サッカー大会結果 

第１２回 行方市麻生杯柔道大会結果 第１２回 行方市麻生杯柔道大会結果 

優勝に輝いた津澄スピードスターズの皆さん
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Ｈ18.2.5、北浦第１・第２グラウンドにお
いて18チームの参加により開催されました。
○優　勝 津澄サッカー
○準優勝 舟石川サッカー
○第３位 大野サッカー・鉾田サッカー

Ｈ18.2.18～19、麻生運動広場体育館・麻
生高校体育館において、小学生男子７チー
ム・小学生女子４チーム・ちびっこの部７チ
ームの参加により開催されました。
【小学生女子の部】
○優　勝　麻生フェニックスjr.

Ｈ18.2.26、玉造海洋センターアリーナに
おいて、男子６チーム・女子4チームの参加
により開催されました。
【男子の部】
○優　勝

ＴＢＢＣ
○準優勝

サイレンジ スピアーズ
○第３位

ファブリーＳ’
【女子の部】
○優　勝　スペシャリスト
○準優勝　小貫チーム
○第３位　ひーちゃんＳ’

Ｈ18.1.29、麻生運動広場アリーナにおい
て、８チームの参加により開催されました。
○優　勝 牛堀ミニバス
○準優勝 麻生ミニバス
○第３位 延方ミニバス

Ｈ18.2.12、玉造工業高校体育館において、
４３チームの参加により開催されました。ク
ラス別に分かれての試合で、各チームとも一
生懸命プレーしました。
【フリークラス】25チーム
○優　勝　スパークルＣ
○準優勝　浜スポーツクラブＡ
○第３位　猫じゃらしＡ
○第３位　グリーンロケッツ

【ウィメンズクラス】10チーム
○優　勝　ひかり
○準優勝　フルーツバスケットＢ

【ブロンズクラス】2チーム
○優　勝　ゲッツ
○準優勝

浜スポーツクラブ
【シルバークラス】2チーム
○優　勝

浜スポーツクラブ
○準優勝

和らぎ会
【ファミリークラス】4チーム
○優　勝

山王バレーＣ
○準優勝

山王バレーＤ

第５回 行方市麻生ス行方市麻生スポーツ少年団少年団 
ミニバスバスケットボール大会結果ル大会結果 
第５回 行方市麻生スポーツ少年団 
ミニバスケットボール大会結果 

第２３回 行方市北浦近隣行方市北浦近隣サッカー 
スポーツ少年団交流大会結果少年団交流大会結果 
第２３回 行方市北浦近隣サッカー 
スポーツ少年団交流大会結果 

優勝した麻生
フェニックスjr.
の皆さん

山王バレーＣ

ゲッツ

準優勝の麻生
ミニバスの皆
さん

第１３回 ふれあいソフトバレーボール大会結果 第１３回 ふれあいソフトバレーボール大会結果 

第１２回 行方市麻生杯ハンドボール大会結果 第１２回 行方市麻生杯ハンドボール大会結果 

第３５回 玉造地区バスケットボール大会結果 第３５回 玉造地区バスケットボール大会結果 

ＴＢＢＣ

スペシャリスト
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平
成
18
年
度
も
、
様
々
な
事

業
・
講
座
・
教
室
な
ど
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
学
び
た
い
」

「
こ
ん
な
活
動
を
し
た
い
」
と
い

う
声
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。

北
浦
地
区
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

楽しく
学ぼう♪楽しく
学ぼう♪

北
浦
地
区
文
庫
研
修
会

２
月
25
日
（
土
）、
読
書
団
体
連
合
会
と
北
浦
公
民
館
と
の
共

催
に
よ
る
文
庫
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
読
書
推
進

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
読
書
団
体
に
所
属
す
る
人
々

の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
、
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

参
加
し
た
17
名
の
皆
さ
ん
は
、
県
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
て
い

た
読
み
聞
か
せ
コ
ン
ク
ー
ル
を
見
学
し
、
館
内
の
裏
側
や
貴
重
な

資
料
の
説
明
を
う
け
る
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

小
中
学
生
・
幼
稚
園
児
・
一
般
あ
わ
せ
て
９
３
３
点
の
応
募
が

あ
り（
幼
稚
園
児
は
感
想
画
）、三
和
小
学
校
４
年
、一
條
遥
さ
ん
・

北
浦
中
学
校
３
年
、
成
田
優
子
さ
ん
が
市
長
賞
を
受
賞
し
た
の
を

は
じ
め
、
他
45
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
賞

一
　
條
　
　
　
遥

成
　
田
　
優
　
子

議
長
賞

武
　
田
　
隼
　
太

立
　
原
　
郁
　
美

教
育
長
賞

成
　
田
　
真
　
子

成
　
田
　
和
　
彦

教
育
部
会
長
賞

原
　
梨
　
佳
　
子

石
　
橋
　
彩
　
佳

公
民
館
長
賞

塙
　
　
　
千
　
晃

尾
　
高
　
英
　
治

中学生の部　市長賞　成田優子さん 小学生の部　市長賞　一條遥さん

県立図書館の前で記念撮影をしました
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２
月
10
日
〜
12
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
第
39
回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中

央
会
議
・
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
麻

生
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
会
長

阿
部
幸
一
）
の
長
年
に
わ
た
る
積
極
的

な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
指
導
者
組
織
及

び
育
成
団
体
の
部
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

２
月
19
日
（
日
）、
国
神
遺
跡
の
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
か
ら
１
３
０
名
を
超

え
る
方
々
が
来
跡
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
出
土
し
た
縄
文
土
器
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
須

恵
器
な
ど
の
展
示
や
、
竪
穴
住
居
跡
・
土
坑
、
今
回
の
調
査
で
初

め
て
知
る
こ
と
が
出
来
た
城
郭
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
の
成
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
興
味
深
く
耳
を
傾
け
、

遠
い
古
代
の
生
活
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

国
神

く
に
か
み

遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
が
　

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
行
方
市
行
方
）

麻
生
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
が
　

全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た

熱心に見学する参加者の方々

出土した縄文土器　→

◇２月21日には、行方小学校の
５・６年生の生徒たちが、見学に
訪れ、調査員による説明を受けま
した

開 館 時 間 午前９時から午後10時まで

休　館　日 毎週月曜日・年末年始　※その他臨時休館となる場合があります

使用するには 申込み期間→使用日の６ヶ月前から５日前まで

受付は月～金（祝日除く）午前９時～午後５時までです。

問 合 せ 先 生涯学習課（北浦公民館内）� ０２９１－３５－２９０８

◇利用案内◇ 詳しくはお問い合わせください

今月の 

４月 
日 

1 

15

曜 

土 

土 

催し物 

北浦中吹奏楽部演奏会 

名作まんが映画会 

主　催 

北浦中吹奏学部 

映光社 

開　演 

13：30～ 

13：30～ 

入場方法 

無　料 

自由席　900円 




